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検査内容変更のお知らせ
謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格別なご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、この度下記項目につきまして、検査内容の変更及び検査の受託中止をすることになり

ましたのでご案内申し上げます。

先生方には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒宜しくご了承の程、お願い申し上げます。

謹 白

No.2008-18   Date 2008•8

変更日 2008年10月1日（水）受付分より

変更日 2008年10月1日（水）報告分より

検査内容の変更
依頼コードNo. 項目名
6117 MMP－3（マトリックスメタロプロ

ティナーゼ－3）
680 エラスターゼ1
3492 可溶性ELAM－1
9423 SP－D(肺サーファクタントプロテインD)

（ 2ページ）

依頼コードNo. 項目名
170 コルチゾール(尿)/FPIA法
4290 白血病タイピング
59583 マロープラズマ38

（ 2ページ）報告名称の変更 （ 4ページ）

依頼コードNo. 項目名
5065 HIV－1抗体WB法

実施日 2008年9月1日（月）出庫分より

専用容器保存方法の変更
依頼コードNo. 項目名
893 β－TG（ベータトロンボグロブリン）

（容器番号：B－16）
894 PF－4（血小板第4因子）

（容器番号：B－16）

検査の受託中止

最終受託日 2008年9月30日（火）受付分まで

（ 4ページ）

（ 4ページ）

資料、お問い合わせは担当者または最寄りの営業所までお願い致します。

本 社：〒007- 0867 札幌市東区伏古7条3丁目5番地 （011）787-2111 FAX.（011）787-2191
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《変更日：2008年10月1日（水）受付分より変更》

従来法より再現性に優れ、かつ血清中の自己抗体の影響を受けにくい試薬に変更させていただきます。
この変更に伴い、測定方法・基準値を変更させていただきます。

検査内容の変更

従来法より再現性に優れた測定試薬に変更させていただき
ます。
この変更に伴い、測定方法・報告日数を変更させていただ
きます。
尚､基準値等の変更はございません。

新法と従来法の相関図
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● MMP-3（マトリックスメタロプロティナーゼ－3） （依頼コードNo.6117）

● エラスターゼ１ （依頼コードNo.680）

y = 1.005X＋16.56
r ＝ 0.986
n = 162

新法と従来法の相関図
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y = 0.998X－119.11
r ＝ 0.987
n = 144

ラテックス凝集比濁法

2～3日

EIA法

3～5日

新 従来

測 定 方 法

報 告 日 数

測 定 方 法
基 準 値

ラテックス凝集比濁法
300 ng/d 以下

RIA・2抗体法
72～432 ng/d

新 従来

【測定方法参考文献】
氏家真二, 他：医学と薬学 51 : 503～506, 2004

【測定方法参考文献】
大出勝也, 他：臨床病理 50 : 376～380, 2002



3

従来試薬より安定供給可能な測定試薬に変更させていただきます。
この変更に伴い、基準値を変更させていただきます。

● 可溶性ELAM-1 （依頼コードNo.3492）

新試薬と従来試薬の相関図
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y = 1.308X－7.830
r ＝ 0.955
n = 32

基 準 値 17.9～79.2 ng/m 23.5～66.1 ng/m

新 従来

従来試薬販売中止のため、同一試薬メーカーの改良試薬に変更させていただきます。
この変更に伴い、報告日数を短縮致します。尚､基準値等の変更はございません。

● SP-D (肺サーファクタントプロテインD) （依頼コードNo.9423）

新試薬と従来試薬の相関図
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y = 1.056X＋4.832
r ＝ 0.991
n = 148

報 告 日 数 3～5日 3～6日

新 従来

【測定方法参考文献】
ANDREW J.H. et al : Soluble Forms of Vascular Adhesion Molecules, E-selection, ICAM-1, and VCAM-1 : Pathological
Significance, Annals NewYork Academy of Science.

【測定方法参考文献】
田中誠仁, 他：医学と薬学 59(3) : 439～446, 2008
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試薬販売元よりバンドパターン表記名称変更の連絡がありましたので、当社でも下記のように変更させ
ていただきます。

● ＨＩＶ-1抗体ＷＢ法 （依頼コードNo.5065）

《変更日：2008年10月1日（水）報告分より変更》

報告名称の変更

報 告 名 称 P68/66
P52/51
P34/31
P18/17

P68
P52
P34
P18

新 従来

● β-TG(ベータトロンボグロブリン)（容器番号：B‐16） （依頼コードNo.893）

● PF‐4(血小板第4因子)（容器番号：B‐16） （依頼コードNo.894）

《実施日：2008年9月1日（月）より変更》

専用容器保存方法の変更

専 用 容 器
保 存 方 法

遮光冷蔵 室温

新 従来

下記項目の検査の受託を中止させていただきます。
ご愛用いただきました先生方にはご迷惑をお掛けすることとなりますが、諸事情をご賢察の上、何卒ご
了承賜りますようお願い申し上げます。

《最終受託日：2008年9月30日（火）受付分まで》

検査の受託中止

依頼コードNo. 受託中止項目

170 コルチゾール(尿)/FPIA法

依頼コードNo. 関連項目

4442 尿中コルチゾール/CLIA法
(非抱合型を測定)

依頼コードNo. 受託中止項目

4290 白血病タイピング

依頼コードNo. 関連項目

298 Two-color解析による
白血病細胞表面マーカー検査
(白血病解析セット)

【従来試薬の販売中止のため】

依頼コードNo. 受託中止項目

59583 マロープラズマ38

依頼コードNo. 関連項目

59737 マロープラズマ38
(骨髄腫-CD20セット)

【セット検査の見直しのため】
今後は抗体治療薬の普及により臨床上より有用となってきたCD20を組込みCD33をはずした項目
（依頼コードNo.59737）でご依頼下さい。

【項目の見直しのため】
今後はCD45ゲーティングによるTwo-color解析による白血病細胞表面マーカー検査（依頼コード
No.298）でご依頼下さい。

この度容器販売元より標記項目の容器保存方法変更の連絡があり、当社でも下記のように変更させていた
だきます。
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